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井上あきお新聞～日田市議会だより～
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　　　　　　　　　　　　今年も収穫の秋を迎えました。
　　　　　　　　　　　　国は、アベノミクスの地方への波及をねらって、

い　　　　　　　　　「地方創生」を打ち出しました。このチャンスを生かすには、それぞれの地域がいかに個性を発揮できるかが課題です。
　　　　　　　　　　　　自然・歴史・文化など豊かな資源があふれた日田市が　　　　　　　が　さらに輝いていけるように、きめ細かい政策提案
や情報発信を行います！！
どうする？１０年後の日田市

日田市は平成２９年度（２０１７年度）までの一般財源の財政推計を発表しました。市町村合併に伴う普通交付税の優遇措置が平成２７年度から段階的に縮減される上、社会保障費が増え、水害の復旧費も財政を圧迫。平成２９年度には歳入歳出の差し引き収支で赤字額が約１０億円に達する見通しです。
３月発表の推計からさらに厳しい財政事情となり、市は基金の取り崩しの他、５年間で約２０億円の歳出削減を図るとしています。
　財政健全化対策は、スピード感をもって進めなければなりません。抜本的な

対策は、何と言っても「人」がふえること。つまり住みたくなるマチをつくる
こと。時間を必要とするだけに、今すぐ取り組みたいことです。
私には、日田市の伝統産業の技術を受け継ぐ若者を養成する専門学校を作りたいという夢があります。現在、農林業、建築、多くの分野で人材が不足しており、優れた技術者は引く手あまたですが、その技術は必ず次世代への継承が必要です。新しい世代の技術者は、日本の歴史と伝統を守るのみならず、途上国への技術支援など、世界での活躍が期待されます。
人材育成は、すべての根幹です。人格的にも能力的にも優れた、国際社会で活躍できる人材を育てていきたいのです。志を持った、活力ある若者が集まって学業、技術習得に励み、仕事を持ち、彼らが家族を持って定住すれば、街に活気があふれ、ひいては日田市の財政健全化にもつながります。

このような１０年後の日田市を考える、様々な政策を打ち出していきたいと思います！！
９月議会の結果
夜明小校舎が地域活性化めざしてリニューアル!!
夜明地区の旧夜明小学校校舎をリニューアルする予算案が可決されました。
　１階は夜明振興センターと夜明公民館、２階は地元の保育園の３～５才児を預かる施設に貸与、３階は地元グループなどに貸し出される予定です。地元の皆さんの要望を具体化したもので、高齢者と園児が交流を深める「幼老共生事業」も実施していくとのことです。

旧校舎の活用が、地域の特性に合わせた活性化につながる取り組みの一例として、私は予算案に賛成しました。
大鶴地区の旧静修小学校跡地は、すでに本年４月に、静修小学校の名前を残した「静修館」がオープンし、地域活動等に利用されています。先日は地元保育園の運動会が開催され、子供たちのにぎやかな声が響きました。
日田市には活用方法を検討中の学校跡地が数多く残されています。それらが今後有効に活用されて、地域活性化につながるように、私は地域のみなさんとともにアイデアを出し合いたいと思います！
地元産木材使用の日田駅改修に補助金支出！！
　ＪR日田駅は来年３月をめどにリニューアルの予定で、駅舎のデザインは、豪華寝台列車「ななつ星」の水戸岡鋭治氏が携わるそうです。
改築にあたっては日田杉を使うことを条件に、改築費1億円のうち１１００万円を日田市が補助する予算案が可決されました。
ＪＲ日田駅は山紫水明～水郷日田・天領日田の玄関口です。改築計画では、材料には日田杉をふんだんに使用しています。「駅に降り立った瞬間に森林の香りに包まれる」「伝統ある街並みを歩いて、豊かな自然、長い歴史と文化、美味しい料理やお酒、人情を味わいたくなる」。
そんなＪＲ日田駅になることを期待して、私は予算案に賛成しました。

私たちの誇りある「日田」のシンボル的な建物になっていくよう見守っていきます！
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
★インターネットで　「井上明夫」で検索してください！

ホームページやブログやフェイスブックのサイトを見ることができます。
[連絡先]　井上明夫　TEL.0973-28-2750／携帯090-87666807
